特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　８月　11日　３６8号

ツバメのねぐらいり観察会6日　19人の参加　　
　この日この夏最も夏らしい天気になりました。入道雲も高く大きくそびえる夏空でした。あいにく解説をお願いしていた先生方は、旅の疲れや暑さで欠席となり少し残念な取組になるではないかと心配しました。受付をしますと19名（昨年は7名）もの参加があって、気を引き締めました。向島駅は目川が足もとに流れ、巨椋池干拓事業のお話や巨大な椋の木が街道に見られる太閤堤を案内し、緑が最も美しい出穂前の田圃を眺め進みます。数年前まではピンクのジャンボタニシがアチコチにずいぶん発見できましたが、今年はほとんど姿を見ることができませんでした。変わって数日前にカブトエビを見つけましたよと言う発表があるというかわりようでした。中でも早くも稲穂の花が咲いているところがありました。45日もすると稲刈りが始まるのです。暑い暑いと言っている間に季節が変わっていくことを告げていました。

淀川堤に上がりますと続々と人々が集まってきています。いつもの定点に到着して涼しい風を感じて、持ってきた夕食をいただきました。暑い中でしたが、本当に気持ち良い夕弁当した。今年はツバメの数が少ないとかと言った声が聞こえています。夕日が沈む前から早くもねぐら入りが始まりました。目の前を飛ぶスバメ、空高く舞っているツバメ、遠くから巨大なグループで戻ってくる集団、初参加の皆さんは感嘆の声をあげておられました。例年と比較するとツバメの数がいささか少なめでしたが、皆さん大満足大歓迎のひと時を過ごしました。現地でもっともよくツバメを研究されている須川さんが急遽詳しい解説をしていただきました。

ＢＹ守口公園センター　冷房のない部屋で事業報告　屋外日照りのもとでポスター解説　
6日の午後琵琶湖・淀川流域圏再生協議会のＢＹ展が開催され里山の会から水質調査の展示と説明を山田信人さんにお願いしました。会場は冷房設備のない大部屋で暑いのなんの人の話を聞く元気も集中力も奪ってしまう会場でした。またポスター説明では夏の日差しが容赦なく照りつける屋外でしたので大変でした。ただ最後のプログラムでは出席者の交流や活動交流が進み出席して良かったとの事でした。御苦労さま　

京都市内2商店街夜店に協力出展　
朱雀二条　西新道　夏祭りに今年も御誘いをいただきました。せっかくの事だから参加しようと決めました。展示販売する夜店用の品物として木酢液を目玉にしようとペットボトル集めから取り組みが始まり、70本がたちまち集まりました。その日のうちに清水や洗浄装置を使って乾燥しました。翌日木酢液の濾過をして不純物を取り除き360mlを詰め込み、理事長が作ったネームプレートを張り付けました。その他竹によるけん玉指導、木炭の小口販売も行いました。子ども達に人気があったのは竹けん玉作りで、鋸の使い方や紐の結び方などを丁寧に教え、夏休みの工作にと感謝されました。

防賀川ワークショップ　遊んで学んで育てよう防賀川　
事務局会議を中断して現地視察10日　　この日の暑さは格別でしたが、事務局メンバーは事前に現地視察を行いました。防賀川運動公園から上流部へまた旧307号線までを往復しました。現307号線を挟んで川の様子がガラッと変わってしまっています。また川の法面にも植樹され、オーナーの氏名が書いた樹木がアチコチに見られました。このきれいな川なら子どもたちの水遊びが十分可能ではないかと言った意見がありました。

事務局会ではワークショップを企画いただきました田中元洋さんからパワーポイントでスケジュール等の説明をいただき事前学習を行いました。暑い暑い中でしたが、是非成功させなくてはと言った気持ちになりました。大きな峰を築くことが出来ました。

京都府植物誌目録ノート資料原本第1セット試し印刷完成
　　追い込みで坂田氏大奮闘　　集中した継続した粘り強い取組を繰り返していただき資料原本を積み上げると1m30cm・7000ページにもなるスキャン作業を成し遂げていただきました。本当に気の遠くなる地道な作業でした。この作業の積み上げによって、やっと第1次試み印刷が完成しました。お盆明けには何とか完成品が届けられる予定になっています。中心になって頑張って下さった斉藤秀樹様ありがとうございましたね。

第2回理事会　26日に開催決定　

本年度前半の振り返りと、後半事業内容の検討を行います。万難を排除してご参加ください
田中実智世さん　九頭龍川イベントに参加
　　　　　　　　　　2000人が集合　アユのつかみどり　地域の人々が川を大切にする思いを知りました

地域で考えよう防災　現地東小学校で打合せ（9日）実施。
田辺東小学校はこの日父兄と児童の総出でグランドの草引きを行う校内一斉清掃が行われます。又、プレハブ校舎の撤去作業が21日完了で行われています。この状況の下で学校のご理解を得て前日準備はもちろん当日は10時から借用戴くことが出来ました。さて、京田辺市消防署の尽力によって午前中に限って起震車を参加して戴くことが出来ました。東日本大震災が発生し多くの皆さんの関心が高まっているとき良い機会だと思います。午前中3組、午後は1組のグループで体験を行います。地震の揺れが体験できる起震車や災害現場を30mの高さから照らす照明車、そして衛星を使って現場の状況を連絡する通信車、水害で浸水した水をくみ出すポンプ車が並びます。ぜひその一台一台の役割を学んでいただいたいと思います。水中歩行では急流や濁り水の歩行体験、そして水没ドアに掛る水圧の実感をして頂き、水による災害や巨大津波について知って戴ければありがたいと思います。午後の部に少し余裕がありますので、ぜひお越しください。お待ちしています。そして大人気の土嚢作りです。各グループの親子で100個の土嚢を作り積み上げ（平積み土嚢工6m）を行います。滅多にこのような体験は出来ないと思います。ぜひともお越しください。



第15回里山講演会
正しく知って、正しく怖がり、正しく対処しよう

8月28日（日）午後1時30分より　京田辺市社会福祉センター
　保安院という国民の安全を守る立場の機関が、国主催のシンポジウムや住民説明会に｢やらせ質問｣工作をさせ

るなど世論誘導の実体が明らかに成って来ました。中国、九州、中部だけでなく四国でも行われていたようです。

皆さんの質問にもお答えいただきます。多くの方々のお越しをお待ちしています。
講師　市川章人 氏　府立高校非常勤講師　（京都大学理学部　原子物理学専攻）
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/









「灯呂流し」ご参加ください


8月16日（火）　午後6時より8時まで


田辺高校の東側の防賀川のやすらぎ橋付近


誰でも簡単につくれます。気軽にお越しください


笹船も流してみましょうか





防賀川植樹ワークショップ（27日）参加者募集中


昔の防賀川では子どもたちが魚とりやシジミ採りが出来る楽しい川でした。天井川が切り下げられ人が増えて川が忘れられる時代になってきました。切下げ工事が終わった所の活用を一緒に考えましょう20日までに申し込んでください24日に連絡します。











週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

